
環境に関する目標と具体的内容
（大臣管理区間）

◆環境の基本的な考え方
◆環境に関する具体的内容
1.モニタリングによる状況の把握
2.動植物の生息・生育環境の保全
3.水質の保全
4.良好な景観の維持、形成
5.人と河川との豊かなふれあいの場の確保
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環境の基本的な考え方 ～杉かおる清き流れに今ふれあいめざす米代川～

１．モニタリングによる状況の把握
・モニタリングによる多様な動植物の生息、生育状況の把握

２．動植物の生息・生育・繁殖環境の保全
・多様な動植物の生息・生育・繁殖環境を保全する
・良好な河川環境の維持・保全に努める
・関係機関や地域住民と連携し、外来種対策に取り組む
・動植物の生息・生育・繁殖活動の場について『場と生態系の関係』を把握・評価し、
良好な河川環境の維持・保全・創出に努める

３．水質の保全
・定期的に水質の状況を監視し、流域自治体及び流域住民と協力し、水質の保全に努める
・水質事故防止対策を実施する

４．良好な景観の維持・形成
・自然豊かで歴史ある河川景観の維持・形成に努める

５．人と河川との豊かなふれあいの場の確保
・伝統行事の場、自然とのふれあいの場、環境学習ができる場を整備・維持・保全する
・住民参加による河川愛護活動、河川清掃等を推進するとともに、人と河川のふれあいを
促す地域づくりを支援・推進

１．モニタリングによる状況の把握
・モニタリングによる多様な動植物の生息、生育状況の把握

２．動植物の生息・生育・繁殖環境の保全
・多様な動植物の生息・生育・繁殖環境を保全する
・良好な河川環境の維持・保全に努める
・関係機関や地域住民と連携し、外来種対策に取り組む
・動植物の生息・生育・繁殖活動の場について『場と生態系の関係』を把握・評価し、
良好な河川環境の維持・保全・創出に努める

３．水質の保全
・定期的に水質の状況を監視し、流域自治体及び流域住民と協力し、水質の保全に努める
・水質事故防止対策を実施する

４．良好な景観の維持・形成
・自然豊かで歴史ある河川景観の維持・形成に努める

５．人と河川との豊かなふれあいの場の確保
・伝統行事の場、自然とのふれあいの場、環境学習ができる場を整備・維持・保全する
・住民参加による河川愛護活動、河川清掃等を推進するとともに、人と河川のふれあいを
促す地域づくりを支援・推進

◆ 多様な動植物が生息・生育・繁殖する豊かな自然環境を保全し、豊かな自然を次世
代に引き継ぐ川づくり、豊かな暮らしを支える川づくり、地域の活性化に寄与する
川づくりを目指す
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米代川の河川環境と水利用の現状

米代川は、河川公園等の整備が図られ、高水敷では野球やサッカー、ゲートボール等に利用されている。
また、天然アユが遡上することから、アユ釣りのメッカとして全国に知られており、毎年全国から釣り客が
訪れている。さらに伝統的な「なべっこ」や「鯱流し」などの行事が開催されるなど多方面にわたり利用さ
れている。

米代川は、河川公園等の整備が図られ、高水敷では野球やサッカー、ゲートボール等に利用されている。
また、天然アユが遡上することから、アユ釣りのメッカとして全国に知られており、毎年全国から釣り客が
訪れている。さらに伝統的な「なべっこ」や「鯱流し」などの行事が開催されるなど多方面にわたり利用さ
れている。

阿仁川

内
　
川

岩
瀬
川

小猿部川

綴
子
川

長木川

山
田
川

犀

川

引欠川

早
口
川

糠
沢
川

前
山
川

藤
琴
川

種
梅
川常

盤
川

桧山川

日
本
海

大館市

能代市

北秋田市

藤里町

三種町

八蜂町

大
臣
管
理
区
間

大
臣
管
理
区
間

向
黒
沢
新
橋

Ｊ
Ｒ
五
能
線

七
座
橋

銀
杏
橋

米
代
新
橋

鷹
巣
橋

秋
田
内
陸
縦
貫

坊
沢
新
橋

翔
鷹
大
橋

扇
田
橋

米白橋
ＪＲ奥羽本線

二ツ井大橋

富
根
橋

能
代
橋

能
代
大
橋 Ｊ

Ｒ
花
輪
線

二
井
田
大
橋

田
中
橋

新
真
中
橋

外
川
原
橋長

坂
橋

栄
橋

東
鷹
巣
橋

主な河川公園
扇田高水敷 左岸67.7～68.3k

主な河川公園
外川原河川公園 左岸54.4～55.2k

主な河川公園
水辺の楽校 右岸47.5～47.6k

主な河川公園
鷹巣河川公園 右岸43.2～44.6k

主な河川公園
荷上場運動場 右岸30.0～30.9k

主な河川公園
薄井運動広場 右岸28.4～28.8k

主な河川公園
中川原桜並木公園 左岸 4.9～ 5.1k

主な河川公園
中島緑地（河口） 左岸 0.0～ 0.2k

●中島公園 ●中川原桜並木公園 ●薄井運動広場 ●荷上場運動場

●鷹巣河川公園 ●水辺の楽校 ●外川原河川公園 ●扇田高水敷

 

●利用者数

出典：米代川水系河川水辺の国勢調査(H18)

●河川敷でのスポーツ

アユ釣り

川原でのなべっこ（大館市）

鯱流し（能代市）

2

利用形態別　年間推計値（千人）

スポーツ 釣り 水遊び 散策等 合計

13 75 9 199 296

散策等
68%

水遊び
3%

釣り
25%

スポーツ
4%

●ウォーキング



１．環境に関する具体的内容 ～モニタリングによる状況の把握～

◆ モニタリングによる多様な動植物の生息、生育状況の把握

・河川環境に関する情報の収集・整備を実施
（河川水辺の国勢調査の実施・継続）

・河川環境に関する情報の収集・整備を実施
（河川水辺の国勢調査の実施・継続）
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米代川水系全体調査計画のスケジュール◆７項目について調査
①魚類調査
②底生動物調査
③植物調査
④鳥類調査
⑤両生類・爬虫類・哺乳類調査
⑥陸上昆虫類調査
⑦河川環境基図作成調査

◆７項目について調査◆７項目について調査
①魚類調査
②底生動物調査
③植物調査
④鳥類調査
⑤両生類・爬虫類・哺乳類調査
⑥陸上昆虫類調査
⑦河川環境基図作成調査

河川水辺の国勢調査等の調査結果をもとに、レッドデータブック・
レッドリスト（環境省）掲載種、天然記念物指定種等の学術上又は
希少性の観点から重要種を抽出

多自然川づくり等による重要種をはじめとする多様な動植物の
生息・生育の場の保全

多自然川づくり等による重要種をはじめとする多様な動植物の
生息・生育の場の保全

米代川の重要種 ※出典：米代川水系河川水辺の国勢調査 H15～H19

以下の文献のいずれかに該当する生物種等を「重要種」と定義

カワヤツメ トミヨ多自然川づくり

■学術上又は希少性の観点から重要であるとかんがえられる種

＜魚類＞
スナヤツメ、カワヤツメ、ゲンゴロウブナ、ヤリタナゴ、ギバチ、サ

クラマス、ヤマメ、ニッコウイワナ、本州のイトヨ日本海型、本州のト
ミヨ属淡水型、カジカ大卵型、カジカ中卵型、シロウオ、ミミズハゼ、
スミウキゴリ
＜底生生物＞
マルタニシ、オオタニシ、ヒラマキミズマイマイ、ヒラマキガイモド

キ、モノアラガイ、コシボソヤンマ、ミヤマサナエ、フライソンアミメ
カワゲラ、ゲンゴロウ
＜植物＞
ツヤナシイノデ、キヌヤナギ、ノダイオウ、バイカモ、ウマノスズク

サ、ナガミノツルキケマン、ヤマハタザオ、コモチマンネングサ、イヌ
ハギ、ノウルシ、クロビイタヤ、イソスミレ、ミズユキノシタ、フサモ
、ハマボウフウ、スズサイコ、ハマベンケイソウ、オオマルバノホロシ
、マルバサワトウガラシ、サワトウガラシ、キクモ、オオヒナノウスツ
ボ、ヒヨクソウ、ツルカノコソウ、ヒメヨモギ、シロヨモギ、サジオモ
ダカ、クロモ、エビモ、ヒロハノエビモ、ツルボ、ミズアオイ、ハイド
ジョウツナギ、マイヅルテンナンショウ、ミクリ、ナガエミクリ、ヒメ
ミクリ、ヒメヌマハリイ、ツルアブラガヤ、クロアブラガヤ
＜鳥類＞
ハジロカイツブリ、ミミカイツブリ、カンムリカイツブリ、カワウ、

ササゴイ、アマサギ、ダイサギ、チュウサギ、コサギ、マガン、ヒシク
イ、オシドリ、オカヨシガモ、ミサゴ、ハチクマ、オジロワシ、オオタ
カ、ツミ、ハイタカ、ハヤブサ、チゴハヤブサ、コチョウゲンボウ、ク
イナ、イカルチドリ、オオジシギ、ワシカモメ、シロカモメ、アオバト
、アオバズク、ヨタカ、ヤマセミ、アカショウビン、ビンズイ、サンシ
ョウクイ、ヒレンジャク、コマドリ、コルリ、ルリビタキ、トラツグミ
、コサメビタキ、サンコウチョウ、キバシリ、コジュリン、ノジコ、オ
オジュリン、イカル、オナガ
＜両生類＞
クロサンショウウオ、トウホクサンショウウオ、イモリ

＜哺乳類＞
ジネズミ、ニホンリス、ムササビ、ツキノワグマ、キツネ、カモシカ

＜陸上昆虫類＞

クドウツトガ、キベリマルクビゴミムシ

選定文献 カテゴリー区分

「史跡名勝天然記念物指定目録」  文化庁1989
特別天然記念物
天然記念物

「レッドリスト（絶滅のおそれのある
              野生生物の種のリスト）」環境省
　2006年：鳥類・両生類・爬虫類・その他無脊椎動物・
           　クモ形類・多足類等
　2007年：魚類・昆虫類・貝類・植物・哺乳類

ＥＸ：絶滅　ＣＲ+ＥＮ：絶滅危惧Ⅰ類
ＶＵ：絶滅危惧Ⅱ類　ＮＴ：準絶滅危惧
ＤＤ：情報不足　ＬＰ：地域個体群

「秋田県の絶滅のおそれのある野生生物」 秋田県
　2002年：動物編、植物編

ＥＸ：絶滅種　ＣＲ：絶滅危惧種ⅠＡ類
ＥＮ：絶滅危惧種ⅠＢ類　ＶＵ：絶滅危惧種Ⅱ類
ＮＴ：準絶滅危惧種　ＤＤ：情報不足種
ＬＰ：地域個体群　Ｎ：留意種

河川名 管理する事務所等 管理区間 調査年スケジュール
3巡目 4巡目

H13 H14 H15 H16 H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27
米代川 能代河川国道事務所  0.0～ 68.6km 植

物
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査
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査
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川
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秋田県北秋田地域振興局 68.6～ 72.4km
秋田県鹿角地方振興局 72.4～110.2km

藤琴川 秋田県山本地域振興局  0.0～ 29.9km
小阿仁川 秋田県北秋田地域振興局  0.0～ 48.5km
阿仁川 秋田県北秋田地域振興局  0.0～ 62.4km
長木川 秋田県北秋田地域振興局  0.0～ 23.6km
荒川 秋田県鹿角地方振興局  0.0～  9.4km - - - - - - - - - - -
岩瀬川 秋田県北秋田地域振興局  0.0～ 22.5km
犀川 秋田県北秋田地域振興局  0.0～ 22.9km
大湯川 秋田県鹿角地方振興局  0.0～ 30.3km
小坂川 秋田県鹿角地方振興局  0.0～ 19.2km
福士川 秋田県鹿角地方振興局  0.0～ 10.6km
熊沢川 秋田県鹿角地方振興局  0.0～ 23.7km
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１．環境に関する具体的内容 ～動植物の生息・生育環境の保全（１）～

アユ等の産卵場のある区域は河床を掘削せず、産卵環境、遡上環境を維持・保全するアユ等の産卵場のある区域は河床を掘削せず、産卵環境、遡上環境を維持・保全する

◆ 良好な河川環境の維持・保全

◆アユ等の産卵場については、河床方向への掘削は行わないことから、保全が可能
※平水位以下の河床を保全することで、流水の正常な機能を維持・保全
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アユの産卵状況 
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主な河畔林
右岸 3.6～ 9.0k ﾔﾅｷﾞ群落

主な河畔林
右岸68.4～70.0k ﾔﾅｷﾞ群落

主な河畔林
右岸67.8～68.2k ﾔﾅｷﾞ・ｵﾆｸﾞﾙﾐ群落

主な河畔林
左岸54.0k ﾔﾅｷﾞ群落

主な河畔林
左岸48.8～49.4k ﾔﾅｷﾞ群落

主な河畔林
左岸44.8～45.2k ﾔﾅｷﾞ・ｵﾆｸﾞﾙﾐ群落

主な河畔林
左岸23.8～25.8k ﾔﾅｷﾞ・ｵﾆｸﾞﾙﾐ群落

主な河畔林
左岸 6.6～ 8.8k ﾔﾅｷﾞ・ｵﾆｸﾞﾙﾐ群落

主な河畔林
左岸 0.6～ 1.6k ﾔﾅｷﾞ・ｵﾆｸﾞﾙﾐ群落

主な河畔林
右岸12.6～13.8k ﾔﾅｷﾞ群落

主な河畔林
左岸 2.8～ 4.0k ﾔﾅｷﾞ群落 凡　例

アユの産卵床確認箇所

産卵床

▽:計画高水位

堤防防護に
必要な幅は確保

▽:平水位

砂礫河原については、生息生
物の多様性を創出する自然環
境上重要な空間であるため極
力保全するように配慮する

単断面により中小洪水に
水位の変化が無くならな
いように、掘削面に変化
（緩傾斜等）をつけるよ
うに配慮する

堤防防護に
必要な幅は確保



１．環境に関する具体的内容 ～動植物の生息・生育環境の保全（２）～ 5

・ヤナギ類は挿し木等による移植。
・移植位置は生育位置（水面との高さ）と同程度。
・草本類は、ヨシ根茎を含む表土の敷き均し。

・平成15年度調査時で90％以上の生存率。
・ヤナギ類の伸長量は１ｍ以上。

河道掘削のイメージ

河畔林の伐採が必要な場合には、早期に河畔林が再生さ
れるような取り組みを行い、現況の河川環境を可能な限
り保全するように配慮する

掘削時には河岸の河畔林を極力保全するなど、良好な河岸の維持・保全に努める。重要種等
についてはミティゲーションにより、回避、低減に努め、必要に応じて代替措置を行う。

掘削時には河岸の河畔林を極力保全するなど、良好な河岸の維持・保全に努める。重要種等
についてはミティゲーションにより、回避、低減に努め、必要に応じて代替措置を行う。

【例：能代市切石地区 再生試験】

（配慮すべき事項）

二ツ井大橋
再生試験実施箇所

●
24.4k ●

24.4k

二ツ井大橋
再生試験実施箇所

●
24.4k ●

24.4k

河道掘削により損なわれる環境を、他の箇所（写
真では再生試験実施箇所）に再生し、環境に配慮
した取り組みを行っています。

再生地造成直後（平成13年10月）

（結果）

造成後3年目（平成16年6月）

平水位

計画高水位

整備計画掘削断面

河畔林の再生
試験掘削により河畔林の早期自己再生を確認
施工完了時には柳の木の挿し木を実施

アユの産卵床の保全
掘削高を平水位以上とすること
によりアユの産卵床を保全

維持修繕工事との連携
掘削箇所以外の流下能力不足箇所は維持修繕
工事の樹木管理（伐採）により流下能力を向上

河道内伐採
掘削に先行して掘削箇所の伐採を実施し早期に流下能力を向上
伐木を維持修繕工事・水防資材に利用、リサイクルプラントへ持込

河道掘削
一度に全断面を掘削せず掘削範囲を縦断方向
に延ばすことにより広い区間で流下能力を向上

掘 削 断 面 図

①②

平水位

計画高水位

平水位

計画高水位

平水位

計画高水位

整備計画掘削断面整備計画掘削断面

河畔林の再生
試験掘削により河畔林の早期自己再生を確認
施工完了時には柳の木の挿し木を実施

アユの産卵床の保全
掘削高を平水位以上とすること
によりアユの産卵床を保全

維持修繕工事との連携
掘削箇所以外の流下能力不足箇所は維持修繕
工事の樹木管理（伐採）により流下能力を向上

河道内伐採
掘削に先行して掘削箇所の伐採を実施し早期に流下能力を向上
伐木を維持修繕工事・水防資材に利用、リサイクルプラントへ持込

河道掘削
一度に全断面を掘削せず掘削範囲を縦断方向
に延ばすことにより広い区間で流下能力を向上

掘 削 断 面 図

①② ①②



１．環境に関する具体的内容 ～動植物の生息・生育環境の保全（３）～ 6

環境に配慮した工事の施工環境に配慮した工事の施工

専門家の指導・助言を得て、工事施工により影響のある重要種を選定。
工事業者を対象とした重要種の勉強会を実施。
「米代川環境配慮レポート」、「米代川環境保全ポケットブック」を工事業
者に配布し、日頃からの環境保全意識の高揚を図る。

①米代川環境保全ポケットブック
②河川環境情報図
③米代川環境配慮レポート

ポケットブック

①

②

工事関係業者を一堂に会した勉強会

③



１．環境に関する具体的内容 ～動植物の生息・生育環境の保全（４）～ 7

動植物に配慮した工事の施工動植物に配慮した工事の施工

専門家の指導・助言を得て、工事施工により影響のある重要種の保全を図る。
現地講習会を実施して、工事業者が貴重植物の囲い込み作業を行う。
工事用道路のルート選定にあたり、重要種等の確認位置を避けたルートにする。
工事施工中におけるカワウの目撃情報収集の実施。
アドバイザーの助言を得たうえで、必要に応じて重要種を移植する。また、モニタリングを実
施し、フォローアップを図る。

オオマルバノホロシ
秋田県版ﾚｯﾄﾞﾃﾞｰﾀﾌﾞｯｸ：準絶滅危惧種（NT）

【重要種の例】

専門家による移植後の状況確認

専門家視察（H20.8）

移植直後（H20.8）工事業者による
囲い込み講習会（H20.7）

移植から１ヶ月（H20.9）オオマルバノホロシ
移植作業状況（H20.8）

添え木
結実

オオマルバノホロシ 移植から3ヶ月（H20.11） オオマルバノホロシ 結実を確認（H20.11）

【専門家からのアドバイス】



１．環境に関する具体的内容 ～動植物の生息・生育環境の保全（５）～

◆ 外来種対策の取り組み

8

アレチウリ ハリエンジュ

ブラックバス

◆実態調査の実施
・河川水辺の国勢調査において生息・生育実態を
調査する

◆外来種対策検討会（植物）等の開催
・外来種への対処方法について、学識経験者及び関係
者による検討会を、今後必要に応じて実施していきた
い

◆実態調査の実施◆実態調査の実施
・河川水辺の国勢調査において生息・生育実態を
調査する

◆外来種対策検討会◆外来種対策検討会（植物）（植物）等の開催等の開催
・外来種への対処方法について、学識経験者及び関係
者による検討会を、今後必要に応じて実施していきた
い

米代川の植生における外来種の割合

平成16年3月7日（出典：北鹿新聞） 「平成16年度 河川水辺の国勢調査」（植物調査）

外来種対策パンフレット

「平成11年度 河川水辺の国勢調査」（植物調査）

落葉広葉樹林
2.4%

ヤナギ類
29.9%

その他低木林
0.1%

植林（スギ・ヒノキ）
0.8%

植林（その他）
0.1%

在来草本群落
18.5%

外来種木本群落（ハ
リエンジュ等）

7.0%

外来種草本群落（ア
レチウリ等）

5.2%

自然裸地
2.9%

畑
4.2%

水田
9.1%

その他
（人工草地・
人工裸地・人
工構造物）

19.8%

その他
（人工草地・
人工裸地・人
工構造物）

28.1%

水田
9.6%

畑
 3.8%

自然裸地
4.9%

外来種草本群落
（アレチウリ等）

 6.8%

外来種木本群落
（ハリエンジュ等）

0.8%

在来草本群落
13.6% 植林（その他）

 0.1%

植林（スギ・ヒノキ）
 0.8%

その他低木林
0.1%

ヤナギ類
27.7%

落葉広葉樹林
2.1%
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森吉山

素波里ダム(県)

森吉ダム(県)
森吉山ダム(国)

萩形ダム(県)
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早口ダム(県)

十和田湖

大湯川
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藤
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二ッ井

鷹巣

N

・水質状況の把握

２．環境に関する具体的内容 ～水質の保全～

今後も、定期的・継続的に
水質調査を実施する

今後も、定期的・継続的に
水質調査を実施する

米代川水系水質汚濁対策連絡協議会

オイルフェンスの設置訓練

・水質事故の防止に向けた活動

9

◆ 定期的に水質の状況を監視し、流域自治体及び流域住民と協力し、水質を保全

河口～大湯川合流点（B類型）

大湯川合流点～熊沢川合流点

（A類型）

熊沢川合流点上流

（AA類型）

0.0

0.5

1.0

1.5

2.0

2.5

3.0

3.5

S38 S40 S42 S44 S46 S48 S50 S52 S54 S56 S58 S60 S62 H01 H03 H05 H07 H09 H11 H13 H15 H17 H19

B
O
D
(
m
g
/
l
)

能　代 ( 2.1km)

二ツ井 (28.4km)

鷹　巣 (44.6km)

環境基準値

環境基準値　3.0mg/l

能 代

二ツ井

鷹 巣

←水質事故の未然防止

に向けたポスター

水質事故の迅速な対応のための
オイルフェンス設置訓練状況



鳴瀬川水系

３．環境に関する具体的内容 ～良好な景観の維持、形成～

良好な河川景観の維持、形成については、白神山地や田園地帯などと河川景観の調和に努める
。また、洪水防御のために心血を注いだ先人の治水の歴史と敬水の精神や河川利用の歴史を後

世に継承するよう努める。

良好な河川景観の維持、形成については、白神山地や田園地帯などと河川景観の調和に努める
。また、洪水防御のために心血を注いだ先人の治水の歴史と敬水の精神や河川利用の歴史を後

世に継承するよう努める。

◆ 自然豊かで歴史ある河川景観の維持・形成

10

日本海
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N

1
2

3

米代川河口

きみまち阪

バイカモ(梅花藻)

②きみまち阪（能代市二ツ井町）①米代川河口（能代市） ③バイカモ(梅花藻)（大館市）

・豊かな河川景観の保全

・豊かな水辺空間の形成

花と緑豊かな水辺空間の形成を図り、併せて堤防の強化及び土砂の備蓄等水防活動に必要な
機能を持った桜づつみを関係市町村と連携して実施し、その保全に努めていきます。

桜づつみ整備のイメージ

 

④中川原桜づつみ（米代川左岸4 .6k付近）

 

桜の植樹 
腹付盛土 

堤防強化 

4

中川原桜づつみ



◆ 伝統行事の場、自然とのふれあいの場、環境学習ができる場を整備・維持・保全

４．環境に関する具体的内容 ～人と河川との豊かなふれあいの場の確保（１）～

③せせらぎ水路（能代市二ッ井町）

11

④水辺の楽校（北秋田市）

②大館の夏祭り

①鯱流し

日本海
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森吉山ダム(国)

萩形ダム(県)

山瀬ダム(県)

早口ダム(県)
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二ッ井

鷹巣
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1
2

鯱流し
大館の夏祭り

・伝統行事を行う場所や「水辺の楽校」などの河川環境の維持・保全によって、水面利用の
促進、親水性向上を図る

・環境学習や親水活動の拠点として、また他地域との交流促進、地域活性化への寄与も期待
される

・伝統行事を行う場所や「水辺の楽校」などの河川環境の維持・保全によって、水面利用の
促進、親水性向上を図る

・環境学習や親水活動の拠点として、また他地域との交流促進、地域活性化への寄与も期待
される

3

せせらぎ水路
4

水辺の楽校



鳴瀬川水系

４．環境に関する具体的内容 ～人と河川との豊かなふれあいの場の確保（２）～ 12

米代川の美しい自然や扇田地区の歴史・文化をフットパス（歩くことを楽しむ小みち）によってネットワ
ークすることにより、河川環境学習やレクリエーションの拠点として整備し、地域活性化を図る。
地域住民、地元自治体等と協働で計画・整備することとしており、「米代川扇田地区水辺整備ワークショ

ップ」を定期的に開催し、地域と一体となって利活用や管理のあり方などを検討している。

米代川の美しい自然や扇田地区の歴史・文化をフットパス（歩くことを楽しむ小みち）によってネットワ
ークすることにより、河川環境学習やレクリエーションの拠点として整備し、地域活性化を図る。
地域住民、地元自治体等と協働で計画・整備することとしており、「米代川扇田地区水辺整備ワークショ

ップ」を定期的に開催し、地域と一体となって利活用や管理のあり方などを検討している。

・扇田地区水辺整備事業

0 50 100 200 300 400 500m0 50 100 200 300 400 500m

達子森

馬車道

⑦市川地蔵

扇
田

駅

⑥市川金勢［コンセイ］様
⑤長岐邸武家門

④上川端の地蔵

③下川端の地蔵

②扇田発祥の地・馬喰町
の地蔵・三輪神社

①猿子塚の地蔵

徳栄寺

麓邸懐流園

郷倉

役場

かつての市

⑧馬頭観音・市神神社

⑨戊辰戦争激戦の地
菅江真澄の道

⑩本道端の遺跡

公文書等役所用船場

明治期の架橋位置

渡し用（人）船場

荷上げ用船場

二井田堰
（用水）

扇
田
大
橋

頭
首
工

扇
田

橋

米
代

川

主な「ひやっこ」

⑦市川地蔵⑦市川地蔵

⑥金勢堂⑥金勢堂 ⑧市神神社⑧市神神社

二井田堰二井田堰

頭首工頭首工

⑤長岐邸武家門⑤長岐邸武家門達子森達子森

米代川沿いの散策路整備が
望まれる区間

扇田地区水辺整備事業 フットパス構想図
①猿子塚の地蔵①猿子塚の地蔵 ②扇田町名由来地②扇田町名由来地 ④上川端の地蔵④上川端の地蔵

扇田地区水辺整備

【ワークショップでの意見交換】

【伝統文化 送り太鼓】

H20.2.26

H20.8.6

親水護岸

フットパス
(かわとまちをつなぐ)

船着場

扇田地区水辺整備

まち



◆ 住民参加による河川愛護活動、河川清掃等を推進するとともに、人と河川の
ふれあいを促す地域づくりを支援・推進

４．環境に関する具体的内容 ～人と河川との豊かなふれあいの場の確保（３）～ 13

・地域のニーズを的確に把握し、地域の人々と協働して川づくりを進めていくため、米代川を
通じた連携と交流を図り、地域で育む川づくりを目指す

・地域のニーズを的確に把握し、地域の人々と協働して川づくりを進めていくため、米代川を
通じた連携と交流を図り、地域で育む川づくりを目指す

  

住民によるクリーンアップ 中川原の水とみどりを語る会
地域住民の河川愛護の活動

散策の場として利用される
コスモスロード（能代市） 河川愛護モニターとの意見交換河川愛護団体との意見交換
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米代川水系河川環境管理基本計画

・河川空間の整備にあたっては、米代川の河川空間の基本的整備・管理方針を定めた「米代川
水系河川環境管理基本計画（河川空間環境管理計画）平成2年3月策定」を踏まえて実施

・今後、流域の自然的・社会的状況の変化や地域住民・沿川住民の要望などを踏まえ、
環境管理計画の項目内容の追加、変更、見直し等のフォローアップを行い、河川空間の
整備・管理を適切に実施していく

・河川空間の整備にあたっては、米代川の河川空間の基本的整備・管理方針を定めた「米代川
水系河川環境管理基本計画（河川空間環境管理計画）平成2年3月策定」を踏まえて実施

・今後、流域の自然的・社会的状況の変化や地域住民・沿川住民の要望などを踏まえ、
環境管理計画の項目内容の追加、変更、見直し等のフォローアップを行い、河川空間の
整備・管理を適切に実施していく
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河川空間の利用河川空間の利用

水辺の楽校でのいかだ下り 徒渡り

カヌーによる川下り 合川まとび

維持・管理の取り組み維持・管理の取り組み

川の通信簿による点検

地域住民との連携による
清掃活動

河川環境管理基本計画


